
新 0日 本史入門 近代から現代へ  (第2回) 2011年1月 22日

恐 慌 の 時 代

1,政党政治の明暗

第 2次護憲運動と護憲 3派内閣の成立

積極政策に行き詰まり。汚職事件→ 1921年、原首相暗殺

高橋是清→加藤友二郎→山本権兵衛 (いずれも短命)→清浦奎吾内閣 (枢密院議長 )

第 2次護憲運動―憲政会・立憲政友会・革新倶楽部

←普通選挙の実現・貴族院枢密院の改革

1924年 の総選挙一護憲二派の多数→加藤高明を首相とする護憲 3派内閣の誕生

→以下、大養毅内閣まで、衆議院の多数派政党を中心に組閣する政党内閣が継

続―憲政の常道

普通選挙制度と治安維持法

1925年 3月 、普通選挙法成立-25歳の男子に選挙権、

同時に 治安維持法の成立  【資料 1】

―「国体」の変革や私有財産制度の廃止を求める運動の弾圧。

共産主義者らの弾圧、無産政党を抑圧

2,都市化と大衆化

大正デモクラシーと「改造」の時代― 産業経済の発展による都市市民の増大

大正デモクラシー :普通選挙法や政党政治など民主主義的改革を要求する運動・思想

新聞や雑誌が舞台―『大阪毎日新聞』『中央公論』『改造』『太陽』『東洋経済新報』

吉野作造 :民本主義― 「帝国憲法」内でのデモクラシー、   【資料 2】

普通選挙、大臣の現役武官制の廃止

美濃部達吉 :天皇機関説―議会を重視し、統治権は国家にあり、天皇は国家の最高

機関である。←上杉慎吉―天皇主権説    【資料 3】

都市化の進行-1920年代ざ交通問題・住宅問題・都市問題・労働問題

内地の人口 :明治初期-3300万人→大正末期-6000万人

バス、コンクリー ト建築、洋風の文化住宅、ガス・水道の普及

サラリーマンの出現、

文化の大衆化

教育の普及―就学率 99パーセント、高等教育の拡充―知識人の増大

ジャーナリズムー新聞・ラジオ

出版―円本 。文庫本

学問の新傾向

吉野作造・美濃部達吉

柳田国男―民俗学  津田左右吉―日本古代史の実証研究 西田幾多郎―善の研究

河上肇―マルクス主義経済学

本多光太郎―KS磁石鋼  野口英世―黄熱病
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新 しい文学

白樺派一

耽美派

新現実派

プロレタリア文学

新劇

【資料 4】

3,ゆきづまった協調外交

中国情勢の変化

第一次世界大戦後の二つの動き

国際協調―ジュネーブ海軍軍縮会議 (1927)、 パリ不戦条約会議 (1928)【 資料 5】

国際紛争の火種―独 :多額な賠償金  伊 :領上の獲得に不満→ムッソリーニ

中国 :孫文―第一次国共合作 (1924)、

蒋介石 :国民政府 (広東)→列強の排除と北伐→長江流域まで

金融恐慌

金融恐慌 1927年 一銀行の経営悪化←震災手形の処置         【資料 6】

関東大震災=1923・ 9。 1 マグニチュー ド7・ 9  【資料 7】

罹災者 340万人、死者 。行方不明 14万人

在 日朝鮮人の虐殺 6000人以上←増大する朝鮮人への蔑視 と差別

→取 り付け騒ぎ→中小銀行の体業・倒産―鈴木商店の破産→台湾銀行の経営危機

田中義一内閣-3週間のモラトリアムで打開→中小銀行の倒産と五大銀行への集中

山東出兵

国民党の北伐に対応―山東出兵 (1927～ 28年、 3次)← 日本人居留民の保護が名 目

満州の実力者、張作森を利用                 【資料 8】

関東軍―新政権の樹立を計画→張作森爆殺事件 (「満州某重大事件」、1928)

真相を伝えず                      【テキス ト p291】

世界恐慌と昭和恐慌

浜口雄幸内閣―日本経済の立て直しと日中関係の改善

→ 「金解禁」を実施 し金本位制ヘ

1929年 、米・株式相場の暴落→世界恐慌

日本 。「金解禁」 (1930)→昭和恐慌              【資料 9】

―輸出 (生糸)の激減、正貨 (金)の流出→経済界の混乱

←政党政治と財閥に対する不満

1931年、重要産業統制法―カルテルの公認→四大財閥+新興財閥 (日 産 。日窒 )

失業者の増大―身売りや欠食児童、小作地の取り上げなど

ロン ドン条約問題

1930年 、ロン ドン軍縮会議

←統帥権干犯問題―軍部 。右翼の攻撃  【資料 10】

浜口雄幸首相暗殺―協調外交の行き詰まり
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【資料 1】

●
治
安
維
持

法

田
〓

九
二
五

（大
正
十
四
）
年
四
月

一
千
二
日
、
加
藤
高
一明
内
閣
が
公

布
。
全
七
条

□
主
権
の
所
在
に
よ
り
区
別
し
た
国

家
の
根
本
的
特
質
。

こ
こ
で
は
天

皇
を
永
久
不
変
の
君
主
と
す
る
天

皇
制
国
家
露
０制

□
天
皇
制
国
家
を
変
革
し
、
私
有
財

産
を
否
認
す
る
共
産
主
義

回
事
情
を
知

っ
て

国
懲
役
は
刑
務
所
に
拘
禁
し
て
労
役

に
服
さ
せ
る
。
禁
錮
は
労
役
を
伴

わ
な
い

回
大
勢
で
暴
行
・
脅
迫
す
る
こ
と

ｍ
国
十
二
六
〇
ベ
ー
ジ
参
照

●
改
正
治
安
維
持
法

回

一
九
二
八

（昭
和
三
）
年
六
月
二

十
九
日
，
田
中
義

一
内
閣
が
公

布
。
第
五
五
議
会
で
審
議
未
了
と

な
っ
た
の
で
、
閉
会
後
．
緊
急
勅

今
で
公
布
す。
全
七
条

□
計
画
し
て
実
行
し
な
い
も
の

●
再
改
正
治
安
維
持
法

回

一
九
四

一
（昭
和
十
六
）
年
二
月

十
日
第
二
次
近
衛
内
閣
が
公
布
。

全
六
五
条
。　
一
九
四
五

（昭
和
二

□けに耐一御罐姐嚇伊情のない

も
の
を
、
犯
罪
予
防
の
た
め
引
続

き
拘
禁
す
る
処
分

●
吉
野
作
造
の
民
本
主
義

国
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
論
客
。
普

通
選
挙

・
政
党
内
閣
制
の
実
現
、

枢
密
院

・
貴
族
院

・
軍
部
の
改
革

を
主
張
。
黎
明
会

・
東
大
新
人
会

結
成
に
尽
力
。
東
京
帝
大
教
授

□

一
九

一
六

（大
正
五
）
年
、
『
中
央

公
論
じ
一
月
号
に
発
表
さ
れ
た
、

吉
野
の
代
表
的
政
船
評
論

「憲
政

脚諄蟻雄翻詢江「け
一終砂美を

回
デ
モ
‘
フ
シ
ー
の
訳
語

□
主
権
の
所
在
に
よ
り
区
別
し
た
国

家
の
根
本
的
特
質

岡
国
　
『中
央
公
論
』

一
人
八
七

（明
治
二
十
）
年
創
刊

の

『反
省
会
雑
誌
』
の
後
身
。　
一

人
九
九
〈明
治
三
十
二
）年
に

『中

央
公
輪
ル
と
改
題
。
大
正
初
め
に

滝
田
樗
陰
を
編
集
長
に
得
、
吉
野

作
造
。
大
山
郁
夫
ら
が
論
文
を
発

表
し
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理

論
的
指
導
誌
の
観
を
呈
し
た

【資料 2】

【資料3】

□

●
治
安
維
持
法

第
一
条
　
団
陥
ヲ‐
変
靭
刻
刊
剣
訓
り
到
川
劇
側
副
割
翼
釧
耐
利
ノレ‐
コ‐
卜回
ヲ‐則
酬
耐
切
コ
Я
蝉
飢
孔
綱
細
ジ
又
ハ
胤
ガ
知
リ
テロ
之

二加
入
ツ
タ
ル者
急
刑
Ⅲ
刊
ぇ
傷
篠
珀
′ヽ‐駕
鶴
・鵬
刻
…
…

第
二
条
　
一則
条
第

一
項
ノ
ロ
的
ヲ
以
テ
其
ノ
ロ
的
タ
ル
事
項
ノ
実
行

二
関
シ
協
議
ヲ
為
シ
タ
ル
者

ハ
七
年
以
下
ノ
懲
役

又
ハ
禁
鋼

二
処
ス

第
四
条
　
第

一
条
第

一
項
ノ
ロ
的
フ
以
テ
騒
擾
、
暴
行
其
ノ
他
生
命
、
身
体
又

ハ
財
産

二
害
ヲ
加
フ
ヘ
キ
犯
罪
フ
煽
動

シ
タ
ル
者

ハ
十
年
以
下
ノ
懲
役
又

ハ
禁
錮

二
処
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（官
報
）

□

●
改
正
治
安
維
持
法

革
ス
ル
コ
ト
フ
ロ
的
ト
シ
テ
結
社
フ
組
織
ッ
タ
ル
者
、
又

ハ
結
社
ノ
役
員

第

一
条
　
国
体
フ
変
革

其
ノ
他
指
導
者
タ
ル
任
務

二
従
事

シ
タ
ル

（担
当
シ
タ
ル
）
者

ハ
、
死
刑
又

ハ
無
期
若

ハ
五

年
以
上
ノ
懲
役
若

ハ
禁
錮

二
処
シ
、
情
フ
知
リ
テ
結
社

二
加
入
ツ
タ
ル
者
又

ハ
結
社
ノ
ロ
的

遂
行
ノ
為

ニ
ス
ル
行
為
ヲ
為
ツ
タ
ル
者

ハ
、
二
年
以
上
ノ
有
期
ノ
懲
役
又

ハ
禁
鋼

二
処
ス
。　

一

私
有
財
産
制
度
ヲ
否
認
ス
ル
コ
ト
フ
ロ
的
ト
ッ
テ
結
社
フ
組
織

ツ
タ
ル
者
、
結
社

二
加
入
シ

一

ハ
禁 ノレ
畔

二 又
処 ノ、
ス 結

Ⅵ
耐
却
］
盛
緬
″
鶏

一
之 ス
フ ノレ

鋼
・ス 為

「
為
シ
タ
ル
者

ハ
、
十
年
以
下

″
脚
岬

又

□

●
再
改
正
治
安
維
持
法

第
三
十
九
条
　
第

一
章

二
掲
グ
ル
罪
ヲ
犯
シ
刑

二
処
セ
ラ
ン
タ
ル
者
、
其
ノ
執
行
フ
終
り
釈
放

セ
ラ
ル
ベ
キ
場
合

二
於
テ
、
釈
放
後

二
於
テ
更

二
同
章

二
掲
グ
ル
罪
ヲ
犯
ス
ノ
虞
ァ
ル
コ
ト

顕
著
ナ
ル
ト
キ

ハ
、
裁
判
所

ハ
検
事
ノ
請
求

二
因
り
本
人
フ
予
防
拘
禁

二
付

ス
ル
旨
フ
命
ズ

（官
報
）

ル
コ
ト
フ
得

●
吉
野
作
造
の
民
本
主
義

民
本
主
義
と
い
ふ
文
字
は
、
日
本
語
と
し
て
は
極
め
て
新
ら
し
い
用
例
で
あ
る
。
従
来
は
民
主
々
義
と
い
ふ
語
を
以

て
普
通
に
唱
へ
ら
れ
て
居

っ
た
や
う
だ
。
時
と
し
て
は
又
民
衆
主
義
と
か
、
平
民
主
義
と
か
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

た
し
民
主
々
義
と
い
へ
ば
、
社
会
民
主
党
な
ど
ヽ
い
ふ
場
合
に
於
け
る
が
如
く
、
「国
家
の
主
権
は
人
民
に
お
舛
」‐
、と
耐
一

１
１
１‐‐―
―
―
―
―
―
，，，　　
，　
‥―
――
，１１‘
や
す
ヽ
　
　
　
　
１１
１
１
１
１
１
‥

ふ
危
険
な
る
学
説
と
混
同
さ
れ
易
い
。
又
平
民
主
義
と
い
へ
ば
、
平
民
と
貴
族
と
を
対
立
せ
し
め
、
貴
族
を
敵
に
し
て
一

平
民
に
味
方
す
る
の
意
味
に
誤
解
せ
ら
る
ゝ
の
恐
れ
が
あ
る
。
独
り
民
衆
主
義
の
文
字
丈
け
は
、
以
上
の
如
き
欠
点
は

な
い
け
れ
ど
も
、
民
衆
を

「重
ん
ず
る
」
と
い
ふ
意
味
が
あ
ら
は
れ
な
い
嫌
が
あ
る
。
我
々
が
視
て
以
て
憲
政
の
根
抵

き

せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
　
　

　

　

　

□

と
為
す
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
政
治
上

一
般
民
衆
を
重
ん
じ
、
其
間
に
貴
賤
上
下
の
別
を
立
て
ず
、
而
か
も
国
体

の
君
主

制
た
る
と
共
和
制
た
る
と
を
間
は
ず
、
普
く
通
用
す
る
所
の
主
義
た
る
が
故
に
、
民
本
主
義
と
い
ふ
比
較
的
新
し
い
用

語
が

一
番
適
当
で
あ
る
か
と
思
ふ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
央
公
論
）

一

天
皇
機

関

説

私
ノ
著
象
ノ
於
テ
述
ベ
テ
居
リ
マ
ス
見
解

ハ
、
第

一
二
ハ
、
天
皇
ノ
統
治
ノ
大
権

ハ
、
法
律
上
ノ
観
念
ト
シ

テ
ハ
権
利
卜
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
デ

ハ
ナ
ク
テ
、
権
能
デ
ア
ル
ト
ナ
ス
モ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
ル
シ
、
又
第
ニ
ニ
、
ソ
レ

ハ
万
能
無
制
限
ノ
権
カ
デ

ハ
ナ
ク
、
憲
法
ノ
条
規

二
依
ツ
テ
行

ハ
セ
ラ
ン
ル
権
能
デ
ア
ル
ト
ナ
ス
モ
ノ
デ
ァ
リ

マ
ス
．
…
…
弗
認
櫛
薗
訓
＝
劇
刻

マ‐

ス‐
メ
リヽ‐
ヽ
団
刻
引

レー
副
樹
引
Ｊ

ツ
ノ
生
命
ア
リ
、
ソ
ン
自
身

ニ
ロ
的
フ
有

ス
ル
恒
久
的
ノ
団
体
、
即
チ
法
律
学
上
ノ
言
葉
フ
以
テ
申
」
バ
コ
「
召
倒
入
】
棚
斜
イ
タ
ン
マ
シ
押
、
剰
ョ
′ヽ―

蠍
異
烈
瞥
烈
瑠
観
鴛
価
督
一社
み
て
剛
劉
国
ラ
ゴ
馴
賀
郵
集
蝙
ザ
腐
撤
濃
り
、
天‐

軌
剰
割
瀾
ヨ
徊
”
．ス
句
（
攣ガ
′
で
スーだ
行
為
が
、
明
剣
国
家
若
行
為
列
だ
効
ガ
チ
出
バ
″
Ｈ
デ
ス
コード
デ
ゴ

ヒ
現

ハ
ス
モ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
．

（官
報
号
外
）
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三
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郎
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三

一
成

村
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じ治
害

輌一̈
静詢一一一”̈
榊』［嚇一．一一叫響静

岳まこ肌 っ鶴 挽 熱 。

お日出たき人々(11)友情(22)

和解(17)暗夜行路(20

カインの末裔(17)或 る女(19)

青銅の基督(23)

出家とその弟子(16)

][婁]脩底認
生命の冠(20)波 (20

日輪(23)旅愁 (37)

伊豆の踊子(26)雪 国(37)

夜明け前 (29)

〈詩〉 道程 (14)

く詩)月 に本ぅる(17)

く諭 月雪itt124p
〈短歌〉 赤光(13)

樹

直

一
言
蔵

，‐， 苦Ψ
永
躊
轟
一

葉

徳

小

細

海に生くる人々(20

太陽のない街(29)

蟹工船(29)党生活者(3の

女工哀史(25)

中 里 介 山

直木三 十 五

大菩薩峠(2D

南国太平記(311)

▲おもな文学作品 ()内は発表年で1900年代

【資料6】 【資料 5】【資料8】

【資料 4】

●
パ
リ
不
戦
条
約

回

一
九
二
人
（昭
和
三
）年
八
月
二
十

七
日
調
印
。
翌
年
六
月
二
十
七
日

批
准
。全
三
条
。米
英
日
独
仏
な
ど

一
五
ヵ
国
調
印
。
の
ち
に
六
三
ヵ

国
が
参
加
。
日
本
全
権
内
田
康
哉

□
民
政
党
は
こ
の
字
句
が
国
体
に
反

す
る
と
し
て
政
府
を
攻
撃
し
た

岡
国
　
二
七
七
ベ
ー
ジ
参
照

●
金
融
恐
慌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

□
憲
政
会
の
若
槻
礼
次
郎
内
閣

□
台
湾
銀
行
が
神
戸
の
鈴
木
商
店
に

二
億
五
〇
〇
〇
万
円
に
の
ぼ
る
貸

付
を
し
て
い
た
が
、
金
融
恐
慌
で

破
綻
し
た
の
で
緊
急
勅
令
で
台
湾

銀
行
に
特
別
融
資
を
は
か
っ
た

回

一
九
二
六

（大
二
十
五
）
年
七
月

か
ら
北
伐
を
開
始
し
た
国
民
革
命

軍
が
、
こ
の
年

一
九
二
七

（昭
和

二
）
年
二
月
南
京
に
入
城
し
、
日

本
総
領
事
館
を
襲
撃
す
る
な
ど
日

本
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た

回
□
の
た
め
日
銀
損
失
を
政
府
が
二

億
円
ン
狐
度
に
補
償

国
人
の
管
と
血
。
税
金
の
こ
と

固
国
家
の
財
貨
、
国
家
財
政

日
お
そ
れ
て
ぞ
っ
と
す
る
さ
ま
　
　
・

岡翻肇劉編η導に「時東巳代治．

の
伝
記
。
伊
東
家
に
残
る
文
書

・

記
録
を
用
い
て
ま
と
め
て
い
る
。

一
九
二
八

（昭
和
十
三
）
年
刊

０
東
方
会
議

「対
支
政
策
綱
領
」
　

．

回

一
九
一一七

（昭
和
二
）
年
六
月
二

十
七
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
行
わ

脚一に畑廊猪』郷紳申Ⅷ鯨制

表
、
中
国
関
係
外
交
官
な
ど

□

一
九
二
七

（昭
和
二
）
年
七
月
七

日
発
表
さ
れ
た

□
品
行
の
正
し
く
な
い
者
。
こ
こ
で

は
反
日
ｏ
抗
日
人
物

回
は
ね
ま
わ
る
。
勢
い
を
は
し
い
ま

ま
に
し
て
い
ば
る

【資料 7】

●
パ
リ
不
戦
条
約

第

一
条
　
締
約
国

ハ
国
際
紛
争
解
決
ノ
為
戦
争

二
訴

フ
ル
コ
ト
フ
非
ト
シ
、
且
其
ノ
相
互
関
係

二
於
テ
国
家
ノ
政
策
ノ

手
段
ト
シ
テ
ノ
戦
争

フ
樋
棄
ス
ル
コ
ト
フ
其
ノ
各
自
ノ
人
民
ノ
名

二
於
テ
厳
粛

二
宣
言
ス

第
二
条
　
締
約
国

ハ
相
互
間

二
起

ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ

一
切
ノ
紛
争
又

ハ
紛
議

ハ
、
其
ノ
性
質
又

ハ
起
因
ノ
如
何
ヲ
間

ハ

ス
平
和
的
手
段

二
依

ル
ノ
外
之
力
処
理
又

ハ
解
決
フ
求
メ
サ
ル
コ
ト
フ
約
ス
　
　
（日
本
外
交
年
表
雄
主
要
文
書
）

●
金
融
恐
慌

ｍ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
よ
り
ゆ
ぅ
み
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
］
　
つ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ど
こ

現
内
閣

ハ
一
銀
行

一
商
店
ノ
救
済

二
熱
心
ナ
ル
モ
、
支
那
方
面
ノ
我
ガ
居
留
民
及
対
支
貿
易

二
付
テ

ハ
何
等
施

ス
所

ナ
ク
、
唯

々
我
等
ノ
耳

二
達
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
其
ノ
惨
謄
タ
ル
暴
状
卜
、
而
シ
テ
政
府
ガ
弾
圧
手
段
ヲ
用
イ
テ
、
之
等
ノ

報
道
フ
新
聞
紙

二
掲
載

ス
ル
コ
ト
フ
禁
止
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
リ
。
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
、
今
日
ノ
恐
慌

ハ
現
内
閣
ノ
内
外

二
対

ス
ル
失
政
ノ
結
果
ナ
リ
ト
云
フ
ヲ
憚
ラ
ズ
。　
一
銀
行

一
会
社
ノ
救
助
ノ
為

二
、
既

二
二
億
七
百
万
円
、
今
復
夕
二
億
ノ

補
償
義
務
、
合
計
シ
テ
四
億
七
百
万
円
ノ
鍾
額
ヲ
、
人
民
ノ
膏
血
錮
り
出
タ
ル
国
経
ノ
負
担

二
帰

セ
シ
メ
ン
ト
シ
、
支

那

二
在
留

ス
ル
数
万
ノ
同
胞

二
対
シ
テ

ハ
殆
ド

所
み

ル
所
ナ
シ
。　
一
般
国
民

ハ
之
ヲ
見
テ
果
シ
テ
如
何
ナ
ル
感
慨
ヲ
生

ズ
ベ
キ
乎
。
刻
下
到
ル
処
思
想
ノ
悪
化
シ
ツ
ツ
ア
ル
情
勢

二
顧
ミ
、
前
途
フ

慮

ル
ト
キ

ハ
転
夕
陳
然
知
ラ
ザ
ル
フ
得

ザ
ル
ナ
リ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
伯
爵
伊
東
巳
代
治
Ｌ

関
東

大
震

災

―
―

―

―

に
よ
う
な
ん
ぼ
う
嗜
う

今
回
相
藤
貯

ハ
其
ノ
区
域

一
府
四
県

二
跨
・・
跨
り
、
東
京
フ
始
メ
ト
シ
テ
横
浜
其
ノ
他
ｔ湘
記
房
総
ノ
地
特

二
被
害

∠
匡

ノ
躍
リ

ノ
リ

ン
Ｅ
力

一
Ｊ

卿
用

シ ‐
「

父
母
に

肉。ｉ
ｔ
雪
ピ
タ
ル
幾
百
万
ノ
災
民

ハ
、
虎
菫
騰
酢
Ю

ノ
鵬
シ
キ
モ
ノ
ア
リ
「
家
屋
フ
牌

　́
　
　
　
　
卜
　

，

Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

苑
菫
騰
酢
ノ。
間
二
儀
ざ

断ナノ（「．着屁到だ刑列一焦斧雌井鑓麒分
・一迫
′レ。モノぃか蜘

鵬
就
鑓
麒
舛
二
迫
′レ。
モ
ノ
ぃ
か
型
然
り
。
ｉ
…
樺
夫
レ
多
数
稗
舞

テ
食
フ
ニ
糧
ナ
ク
、
着
ル
ニ
衣
ナ
ク
、
焦
髪
側
身
‐命‐
旦
タ
ニ
迫
ル
モ
ノ
比
々
惜
然
り
‐
―
…
准
メ
し

民
ハ
概
ネ
際
だ
静
ク
危
急
フ
討冒
シ
、
難
苦

二
耐

へ
、
沈
着
ノ
態
度
ヲ
失
ハ
サ
リ
シ
モ
、
此
間
多
少
ノ

辞
二
耐

へ
、
減
春
／
態
度
ヲ
失
ハ
サ
リ
シ
モ
、
此
間
多
少
ノ
常
規
ヲ
逸
シ
タ

ル
モ
ノ
ア
ル
フ
免
レ
ゎ
。
此
ノ
如
キ
ハ
一
時
ノ
誤
解
二
外
ナ
ラ
サ
リ
シ
フ
以
テ
、
今

ヤ
全
ク
其
ノ
跡
フ
絶
テ

リ
。
…
…
各
自
能
ク
其
ノ
公
徳
心
二
訴
ヘ
テ
私
利
フ
後
ニ
シ
、
以
テ
多
数
同
胞
卜
苦
楽
ヲ
共

ニ
ス
ル
ノ
覚
悟
ア

ー

ル
フ
要
ス
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　

　

　

　

　

‐―

…

０
東
方
会
議

「対
支
政
策
綱
領
」

五
、
此
間
支
那
ノ
政
情
不
安

二
乗
シ
、
往

々
ニ
シ
テ
不
遅
分
子
ノ
跳

梁

二
因
り
治
安
フ
索
シ
、
不
幸
ナ
ル
国
際
事
件

ヲ
惹
起

ス
ル
ノ
虞
ァ
ル
ハ
争

フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
所
ナ
リ
。
帝
国
政
府

ハ
…
…
支
那

二
於
ケ
ル
帝
国
ノ
権
利
利
益

齢
に角

毬
刑
鳩
バ
螢
銀
川
産
‐
‥
↓
シ‐
■
石
呂
ｉｌ
曇
司
セ
カ
．“
ル
虞
４
“
ご
バ
「
，こ１
４
乳
二．応
‐
‐

シ
鷹
奮
】
．４
升
♂
得
．″
ぽ
旨
．一

出
テ
之
フ
擁
護
ス
ル
ノ
外
ナ
シ



【資料9】

●
井
上
準
之
助
蔵
相
の
金
解
禁
論

□
栓
撤
恐
慌
時
の
日
銀
総
裁
。
浜
ロ

雄
幸
内
閣
の
蔵
相
と
し
て
金
解
禁

政
剛
路
計
一
蘭
此
」
臨
鯉
製
震
時

回
金
輸

出
解
禁

の
略
。　
一
九

一
七

（大
正
ユ０
年
以
来
の
金
輸
出
禁
止

を

一
九
二
〇
（昭
和
五
）
年

一
月
に

解
除
し
、
金
本
位
制
に
復
帰
し
た

日

一
九
二
九

（昭
和
四
）
年
度
実
行

予
算
で
九
一
六
五
万
円
を
節
約
し
、

翌
三
〇
年
度
予
算
で
前
年
よ
り

一

億
六
四
七
九
万
円
圧
縮
し
た

岡
国
　
井
上
準
之
助
論
叢

井
上
準
之
助
論
叢
編
纂
会
編
。
井

上
の
著
書

・
演
説

・
講
演
・論
文
・

日
記

・
書
簡
を
収
録
。　
一
九
二
五

（昭
和
十
）年
刊

くOⅢ口 昭和恐 1荒 と財閥・農村

浜口内閣は,不況対策として重要産業統制法(1931年制定)

によってカルテルの結成を促したが,そ の結果,三井・三菱

・住友・安田の4大財閥の経済支配がいっそう進んだ。また,

三井と政友会,三菱と憲政会・民政党との結びつきのように,

財閥と政党,さ らに国家との結びつきが強められていった。

他方,農村では,都市の失業者の帰農も加わってその困窮

はいっそう深刻化し,借金の増大をはじめ娘の身売りや欠食

児童が増加し,社会問題化した。こうして労働争議・小作争

議が激増する一方で,政党・財閥への反感が強まった。        ▲農産物価格の推移

匿ヨ 1930～ 31年 には労働争議が太平洋戦争前の頂点に達し,鐘淵紡績争議など長期の大争議がつぎつ

ぎにおこった。 ′卜作争議は,農村の不況の回復がおくれたこともあって, 1931年 以後急増し,1935(昭

和10)年には約6800件 ,小作人参加者約12万人に達した。(→P403図 )           ―

【資料 10】

く0‐口 政党政治期の国際会議 。条約

ワシントン会議では主力艦制限の海軍軍縮条約が成立したが,補助艦制限については1927(昭 和2)年

田中義一内閣のときジェネープで協議されたが決裂して失敗に終わり,1930年にロンドン海軍軍縮条約

で妥協が成立した。日本は1934(昭和9)年にワシントン海軍軍縮条約の破棄を宣言し,1936(昭 和11)年

にロンドン海軍軍縮条約も有効期間 5年を経過して失効となったが,不戦条約は今日もなお有効である。

●
井
上
準
之
助
蔵
相
の
金
解
禁
論

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
ｒ
」
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
や
　
　
　
　
　
　
　
　
□

金
の
輸
出
禁
上
の
為
め
に
、
我
財
界
が
斯
く
の
如
く
不
安
定
に
な

っ
て
居
り
ま
す
か
ら
、　
一
日
も
速
か
に
金
解
禁
を

実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
併
し
な
が
ら
今
日
の
現
状
の
儘
で
は
金
の
解
禁
は
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。　
…
‥
然
ら
ば
ど
う
し
て
金
の
解
禁
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
用
意
が
要
り
ま
す
。
…
…
政
府
は

財
政
を
緊
縮
す
る回
ヽ
其
の
態
度
を
国
民
が
理
解
し
て
国
民
も
消
費
節
約
を
な
し
、
国
民
も
緊
張
し
ま
す
れ
ば
、
数
に
物

価
も
下
る
大
勢
が
出
て
来
る
。
輸
入
も
減
る
だ
け
の
状
態
に
な
り
ま
す
。
さ
う
な
る
と
、
為
替
相
場
も
ず

っ
と
上

っ
て

参
り
ま
す
。
…
…
今
日
、
日
本
の
経
済
界
は
不
安
定
で
あ
り
ま
す
。
斯
か
る
時
期
に
金
解
禁
の
準
備
と
し
て
、
政
府
は

財
政
を
緊
縮
し
、
国
民

一
般
は
消
費
を
節
約
し
た
な
ら
ば
、
物
価
は
下
落
し
て

一
層
不
景
気
を
持
来
す
こ
と
も
あ
り
ま

せ
う
が
、
併
し
な
が
ら
今
日
の
状
態
は
、
全
く
先
の
見
え
ぬ
不
景
気
で
あ
り
ま
す
。
何
時
恢
復
す
る
か
見
据
の
つ
か
ぬ

不
景
気
で
あ
り
ま
す
。
此
の
儘
に
差
置
け
ば
益
々
深
み
へ
陥
る
不
景
気
で
あ
り
ま
す
。
吾
々
は
ど
う
か
し
て
之
れ
を
打

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考

へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
ど
う
し
て
も
、
今
日
の
状
態
を
打
開
す
る
に
は
、
自
力
で
な

け
れ
ば
出
来
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
今
吾

々
の
行
か
ん
と
す
る
途
に
は
坂
は
あ
る
、
汗
は
出
ま
す
け
れ
ど
も
、
此
の

道
は
確
か
な
間
違
ひ
の
無
い
道
で
あ
る
、
此
の
道
は
最
も
近
道
で
あ
る
と
考

へ
ま
す
。
即
ち
今
日
の
不
景
気
を
転
回
す

る
に
は
骨
は
折
れ
て
も
、
最
も
確
か
な
道
で
、
最
も
近
い
道
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。

（井
上
準
之
助
論
叢
）

会議・条約
ジュネーこ滉号軍縮

会議 不 戦 条 約
(1923)

ロン トン海軍軍縮会議
(1930)

提 唱 者 米大統領クーリ・ソジ 米国務長官ケロ・′グ

仏外務大臣プリアン

英首相マクトナル ド

内 容 日・米・英の補助艦制限

(米・英の不一致で失敗)

国際紛争処理の手段として

の戦争放棄を宣言

補助艦保有比率を段だ

英・米…10 日…697

日本側全権 朝鮮総督/斎藤実

駐仏大使/石井菊次郎

元外相/内田康哉 元首相/若槻礼次郎

海相/財部彪



大正  明 治  江 戸 安土桃山 室 町  鎌 倉  平 安  奈 良 古墳・飛鳥 弥 生  縄 文叫血 回
昭
和
恐
慌

不
景
気
の
な
か
で
の

昭
和
の
幕
開
け

1920年  戦後恐慌 ……………………………………………>

東京株式市場の大暴落により、恐慌に陥つた。米、

綿糸相場が暴落し、農村が困窮。中小企業の倒

産が相次いだ。

1923年 _震災恐慌 ……………………………………………>

関東大震災により、被災地の企業は大きな打撃

を受けた。

1927年  金融恐慌 ………………………………………………>

大蔵大臣片岡直温 (なおはる)が帝国議会で「東京

渡辺銀行が破綻」と失言。取付け騒ぎが起こり、続

いて大戦中に急成長した鈴木商店が破綻した。

1930年  昭和恐慌 ……… …̈……………………………

1930年 1月 の金輸出解禁後、前年 10月に始ま

つた世界恐慌の影響が日本に波及。大量の金が

海外に流出し、輸出は激減、農産物の物価が急落

した。企業の倒産やリストラも相次ぎ、失業者が

増大。大凶作にみまわれた北海道、東北地方の

農村では欠食児童、女子の身売りが急増した。

対策や影響

日本銀行が救済資金1億2000万円を

貸し出し、沈静化。   ・

財閥系大企業への
吸収合併が相次ぐ。

政府はモラトリアムを公布したほか、震

災で支払えなくなった手形 (震災手形 )

は、日本銀行に特別融資させた。

政府は3週間のモラトリアムを公布し、

沈静化。

財閥系大銀行に |

資本が集中した。

財閥などは、ドル買いにより金輸出再禁

止後に巨額の為替差益を獲得。しかし、

こうした行為は財閥への非難を高め、血

盟団事件などの発火点となつた。

磯野小作争議 帽良野市)

1927年、磯野商店が経営
する農場で起きた大規模な

小作争議。小林多喜二の小

関
東
大
震
災
に
よ
る
傷
跡
が

さ
ら
な
る
経
済
恐
慌
を
生
み
出
す
。

昭
和
初
期
、
日
本
経
済
は
低
迷
を
続
け
、

国
民
の
生
活
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
。

片
岡
直
温
が
議
会
で
「東
京
渡
辺
銀
行
が
破

綻
」
と
失
言
。
取
付
け
騒
ぎ
が
続
出
し
、
銀
行

の
休
業
が
相
次
ぐ
金
融
恐
慌
が
発
生
し
た
。

代
わ
っ
た
田
中
義

一
内
閣
の
蔵
相
高
橋
是

清
は
、
３
週
間
の
支
払
い
猶
予
令
（
モ
ラ
ト
リ

ア
ム
）
を
発
し
、
恐
慌
は
沈
静
化
へ
と
向
か
っ

た
。
こ
れ
を
機
に
経
営
不
良
の
中
小
銀
行
は

姿
を
消
し
、
一三
井
、
一三
菱
、
住
友
、
一弔
一
、
安

田
の
五
大
銀
行
の
預
貯
金
占
有
率
が
高
ま
っ

た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
財
閥
に
よ
る
産
業
支

配
が
確
立
す
る
。

日
本
を
襲
つ
た

世
界
規
模
の
大
恐
慌

第

一
次
世
界
大
戦
と
り
つ
総
力
戦
の
な
か

で
、
欧
米
諸
国
は
金
輸
出
禁
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
が
、
戦
後
、
解
禁
に
踏
み
切
っ
た
。
日
本

の
み
は
禁
止
を
継
続
し
た
た
め
、
為
替
相
場
は

不
安
定
化
し
、
一
方
で
１
９
１
９
年
以
来
貿
易

収
支
は
赤
字
を
続
け
て
い
た
。
金
輸
出
解
禁

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
財
政
を
引
き
締
め

て
金
貨
の
支
払
い
準
備
に
努
め
る
必
要
が
あ
っ

た
。
灘
邸
椿
華
内
閣
の
蔵
相
邦
士
動
之の
跡
は
ヽ

財
政
緊
縮
、
消
費
節
約
、
産
業
合
理
化
な
ど

の
デ
フ
レ
政
策
を
進
め
、
１
９
３
０
年
１
月
、
つ

い
に
金
輸
出
解
禁
に
踏
み
切
っ
た
。

し
か
し
、
１
９
２
９
年
１０
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
始
ま
っ
た
史
上
最
大
の
恐
慌
が
世
界
中
の

資
本
主
義
国
を
直
撃
し
、
翌
年
日
本
へ
波
及
。

折
か
ら
の
デ
フ
レ
政
策
も
加
わ
っ
て
株
価
や

物
価
が
急
落
し
、
企
業
の
体
業
、
倒
産
が
相

次
い
だ
。
昭
和
恐
慌
の
始
ま
り
で
あ
る
。

そ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
の
が
、
１
９
３

１
年
、
１
９
３
４
年
と
続
発
し
た
北
海
道
、
東

北
地
方
の
大
凶
作
で
あ
っ
た
。
庶
民
の
生
活

は
破
綻
し
、
都
市
で
は
労
働
争
議
、
農
村
部

で
は
小
作
争
議
が
激
増
し
た
。

ノ肇‖でЪM、

恐
慌
の
続
発
で
進
ん
だ

財
閥
に
よ
る
産
業
支
配

１
９
２
０
年
代
、
不
況
下
で
の
恐
慌
発
生

に
対
し
て
、
政
府
は

一
時
し
の
ぎ
の
対
応
を

繰
り
返
し
た
。
特
に
、
関
東
大
震
災
に
よ
り

決
済
不
能
と
な
っ
た
手
形
（震
災
手
形
）
に
は

日
本
銀
行
の
特
別
融
資
が
実
行
さ
れ
た
が
、

債
務
者
の
支
払
い
能
力
は
容
易
に
回
復
せ

ず
、
そ
の
多
く
は
不
良
債
権
と
化
し
て
い
た
。

１
９
２
７
年
、
若
槻
礼
次
郎
内
閣
の
蔵
相

0～ 1000千キ

(1917～ 1941年総計)

ご か むらこ さくそうぎ

五カロ本寸Jl幡 議 (干曲市)

1930年に養蚕農家が/」 ヽ

作料減免を要求。一度は

勝ち取るが、地主側が小作
地返還を強行した。

1920年代、木崎村

争議 (現 新潟市 )、

和田村争議 (現上越

市)な ど、大きな小

作争議が多発。

害祇fメ

阿久津村小作争議 輌根測D
1930年に小作料減額を要求。
32年には地主側と激しく争い、
多くの死傷者を出した。
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囲 騨 麻評磨冒旱糀 剰 鼈 割P盟露愕霊尋畠欝曇%。電雷鯰 路蛛 鰤 珈 多
128約に調印したため、軍部、右翼の反発をまねき、東京駅で右翼青年に狙撃される。1

大正～昭和初期の恐慌

小作争議の発生件数

翻 2001件 以上    lool～ 2000件


